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ヲ京本ワーキングペーパーは，平成30年(2018)1月26日に龍谷大学大宮学舎にて開催された，

龍谷大学仏教文化研究所研究談話会(アジア仏教文化研究センター協力)rBuddhist Nuns' 

Lives and Roles in Modem Myanmar (現代ミャンマーにおける女性出家者の生活と役割)Jにお

ける講演の概要である。講演の概要に加え，講演者により当日示されたスライドを掲載する。

【講演の概要]

ティサ・ナンディ氏は，ミャンマー語でティラシンと呼ばれる女性出家者で・ある。ヤンゴン大学理

学部を卒業後， 21歳の時にヤンゴンのThukaKari寺院にて出家した。2009年に国際上座部仏教

宣教大学(ITBMU)に入学し，学士号および修士号を取得する2015年に来日し，大阪YMCA日

本語学校で語学研修を経て，現在，京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科の研究生で

ある。

本報告は，企画者の那須英勝氏と川本佳苗氏の要望により，日本人にとって馴染みの薄いミャ

ンマーの女性出家者へのイメージを把握しやすいように，多数の写真を紹介しながら発表された。

報告内容は，①ティラシンの概要，②ティラシンの分類，③ティラシンに対するミャンマー人の見解，

④当事者である報告者からのティラシンに対する見解，の四部から構成され，最後に結論で締めく

くられた。まず，ティラシンの概要について，報告者はその語源および定義，歴史上最初のティラシ

ンであるサヤー・キン，そしてティラシンと比正尼との違いなどを解説した。第二のティラシンの分類

として，学問寺院で仏法を学ぶ者，一般寺院で比正達のサポートをする者，膜想寺院で修行する

者の三種を挙げ，いずれのティラシンとしても恒常的な出家者と一時出家者が含まれることを紹介

した。また，ここで報告者は自身が所蔵する貴重な写真や録音を交えて，起床，朝の礼拝，托鉢，

食事の様子など，ミャンマーの尼僧院での一日を紹介した。第三のティラシンに対するミャンマー

人の見解については，上述した三種類のティラシンごとに一般的な意見を要約し，その上で，最後

にティラシンとしての報告者自身の見解を述べ，続いて結論として，ミャンマー社会がもっティラシ

ンの立場に関する課題などを論じた。

報告後に質疑応答が行われ， rなぜティラシン達は比丘尼にならないのか?Jという質問に対し

て，報告者は，ミャンマー(や大半の上座仏教国)ではサンガが比丘尼の受戒を公認しておらず，

比正尼になりたくてもなれない現状があると回答した。他に，ミャンマーにおけるティラシンの人口

などについての質問を受け，報告者は，一時出家者など寺院内の入れ替わりが激しいため，正確

な統計の難しさを述べた上で，最近有名な女性歌手が引退して恒常的なティラシンとなったために，

若い女性の聞で出家希望者が増加した例を挙げた。
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1-1 1983年 ヤンゴシに生まれる.z∞4年 -;:1ン文学班学包化掌~~草案.

事.1i~1.のとき. Thu凶.b同11!~にて幽

SACCaNANDi 
司J.'IW.宙開字図噌院にて仏像を修学.

DhcmmopodoCr忠句鰻J'.陶<<hd同開

(THITSARNt¥NDD (fパー・J'Jtlr.書，>等々 を紫Il-Ift踊.

2∞9書事 国・よ鹿・仏軍量文字CIT官.仰lλ学
2015年修士ltlJ修7

来日.:;I;IIiYMCAB本凶字院にて三草間.
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2017年 京・文学風間?ジア埼篇研究窃究u
{叫M"~，研究室.却1&年嶋容に蕊る.

出既1・帽.

1・1.ティラシンとは? ーその意味と起源

日シン{哉、3併 /附抑】の子イラ{ティーラ】1;..パー惜のシーラ

(sib I 波〉がピJレマ尚昆にltった曾JIで、シン1ま 「持つ者」の~. 主主に子ィラシ

ンとは『援を待つ者J.q;t戎者Jという意味.

八;.!(をl帯つ子ィラシンもいれば十認を持つ子ィラシンもある.しかし、日常$.

活でl立金銭を使わ4よければならないため、十l'lを伶つティラシンは纏少慾.

そこで、十践のうち「金銭に触れず、おえない』という波を除〈丸廷を守るティ

ラシンもいる.

ミャンマーの子ィラシンの歴史は.十九俊紀のコンパウン玉粉末期(1752・

1885)のサヤー・キンという女性が出家したことから始まったと言われている.

ただし、サヤー・キンには出稼の防がいたとも曾われているが.そのlU6fま

不明のため‘現在1立サヤー・キンこそがティラシンの喰矢であると震われる.



2-1.学問寺院に住んでいるティラシン

学問守践に住んでいるティラシンは.下

I孟3i.穴.から土1孟二十鐙代51.!!!と、

若い肴がほとんど.

中には孤児であったり.貧困が係図で

翁てられた手供もあり、何もわからず

子ィラシンとなった容もあるが.学問φ

綬はそのよう伝子遣のための衣食と教

育の11ともなっている.

出窓容として仏教の勉強が主体だが.

幼い肴には段h・曹やJI散なども椴え

られる.
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1・2.ティラシンと比丘尼との遣い

ティラシン紙、伝統的伝仏敏縫の分周『七無』の中には緩い存在.

子ィラシンは例えば、日本で近也事で存在していた.剣Kして八斎成を守りは

がら寺院内に住;~. c:13に匁じた主主を婚していた『返信Jのようなもの.

ただし.近住はあくまで在家1ft者として汲われたが、子ィラシンは出家修行者

としてミャンマー社会およびサンガから認められ.符主H..ている.

(1)11イトー作a・IOイン予ー@ガイシ皐
<Ð"・aウン~，，-今~Cロ~;-・3
@パコ今ン予インt蝿量r:CIた惨骨-<<111

圃剛・・8 温=圃f月八回"晶画図のnB)

2.三種類のティラシン

現在、ミャンマーのティラシンには、 ;;:~Jすると三極頚+αの

あり方があり、それぞれがやや異なった生活を送っている。

2・1.学問寺院のチィラシン

2・2. 一般寺院のティラシン

2.3. ~契忽寺院のティラシン

~a. 一時出家のティラシン



午前4時:起床・洗面
午前4時30分 :勤行
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午後12時30分:お昼寝
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午後4時:掃除・植物に水やり・泳浴・洗濯

午後6時、夕方の勤行

続経後、先生の法誌を聞く

学問寺後でIま.Dhammapa(ff，ま句経J)や'AbhidhDmmot伽 saJigaha(r償問

毘溜飽孤泊s).Ksccdyana(Fカツチヤーヤナパーリ純文法.J)など、多く

の仏典をひたすら銭み続け、それらを完全に町鏑しなければならない。

ほとんどの吻合.仏奥をまず路

踊して初めて、その窓味肉容が

敏えられる.

ただし.ジャーヲカの吻合';U8鏑

する必要は焦〈、しかしその全て

を践んで、その~の内容を知って

おかなければならない.

午後8時: 自習・昼間勉強したことを復習
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2・2.一般寺院に住んでいるティラシンたち

年を~ってる子ィラシン111"い.毎日1114鈎には起き、そのお奇のお紡さんたちのた

めに炊事する.お銭さんたちに明ご鍾を出してから.自分たちも食ベる.

Gごはんはお妨害んたちが任鉢で得たご飯やおかずなどを食ベるため、お寺でご

Iiは炊かない.制食のためのお金I立住聡からもらい.抑制を市11で買う.

学問c，般のようには勉強し伝

いため、nご飯t創立基本的に
自由.

E置7鈴にはお寺のお幼さんた

ちと続縫l，.その後一祷間限

忽.

午後九時か十時明、車tllする.

膜想寺院のティラシンと在家膜想修行者たち

+α. 一時出家のティラシン

現宜毘hず.ー遣問から三ヶ舟悶のご〈思UI:けー情的に出稼する曹を.ミャンマーでは

ドゥッラパ(dul.lbh，)という.OUI.l出.tlll縄mいJIまれ』を草叫するパー・Jl置で.ー発約で
あっても出家ずることほ血いニとどとする主ヤンマ・・人白骨え方が底峨書れた呼持.

近.のミャンマーでは.

年齢を問わず.そしてー

倒的・包常的を関わず.

1(11(1)""で予ィラシンと

して出軍したいという人

が穂積にf.<なってきて

いる.

例~f;t量遥.事需に膏

名fJ宜f主敬亭が興録

手イラシンとして出軍す

るといったことがあった.
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2・3.膜想寺院のティラシン

llU!!寺院に住んでいる年飴は保有で‘若いティラシンも年老いたティラシンもいる.比

車量的、姦色のt<を緒た予ィラシンがllU!!等院には多い.限忽寺院では.IlU!1修行の

陣曹となるため飢強はで曹ないとされる.

自分たちも限怨するが.

出家・t!1!のIlU!I修行

者たちの食感の也leL

境内の清治や.a稼修
行者が居眠りしている

のを注意して忽こしたり.

t主砲の身の包りの也~

などを行う.

色々な尼寺から限怨するため膜惣寺院に来ているティラシンたちと

を家女性限怨修行者逮。符に安居期間中は多くの人が集まる.



1迎聞から3ヶ月だけの短期出家者:ドゥッラ/¥.ティラシンたち

3.ティラシンに対する一般人の見方

4.ティラシンとしての私の経験と意見 5.結論
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